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豊岡市は頑 張る学生を
　　応援し ます!!

▲地域の方と意見交換をする中川さん（左）
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▲田結区の方に聞き取り調査を実施する
石原さん（右）

　豊岡の進めるコウノトリ野生復帰のさまざまな取組みは、学術
的なテーマとして多方面から注目を集め、学生や研究者による
「豊岡研究」も活発化しています。
　平成21年度「コウノトリ野生復帰学術研究奨励補助制度」を活
用して研究に取り組む学生の様子を紹介します。

　若さと情熱を持って、豊岡の研究に挑んで いる学生たちがいます。
　市では、「コウノトリ野生復帰学術研究奨励 補助制度」を活用して研究に取り組む学生や、
今年度から連携協力の提携を結んだ兵庫県立 大学経済学部の学生の実践型経済学の学習
を応援しています。
　皆さんの近くで、研究に取り組んだ学生たち を紹介します。
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▲兵庫県立大学経済学部
研究発表会

▲豊岡市・兵庫県立大学経済学部連携協力協定書調印式

　市では、学生の知を活用し地域のさまざまな課題を解決す
るため、兵庫県立大学経済学部と連携を進めています。
　昨年8月、同学部の学生27人が3グループに分かれて市内で
フィールドワーク（現地調査）を行いました。その情報や知識
を基に、1月14日、豊岡市民プラザで、研究結果を発表しまし
たのでその内容を紹介します。

　若さと情熱を持って、豊岡の研究に挑んで いる学生たちがいます。
　市では、「コウノトリ野生復帰学術研究奨励 補助制度」を活用して研究に取り組む学生や、
今年度から連携協力の提携を結んだ兵庫県立 大学経済学部の学生の実践型経済学の学習
を応援しています。
　皆さんの近くで、研究に取り組んだ学生たち を紹介します。


